








































































































































































に参加Lてもらうというととができる。 . ' 
,cの己とはIc Uにおける行政学大学院に極めてユニークな特色を与え
るもので，蝋山先生が，それを十二分に生かして利用されようとした努力
は，よく突を結んだといってよい。
町v
J開設，日も浅い今日までに，すでにコロンピア大学のウオJレター・ゲル
蛾山政道先生と国際基督教大学大学院行政学研究科目創立 θ 
ホーン教授，ノースウエスタン大学のナサニエJレ・ネーザンソン教授，甫
イリノイ大学のハンソン教授などの来講もあり，今後も欧米あるいは7'.7 
7，アフリカの諸国から教授の招聴が実施されることになっている。
なおこの点に関してはフォード財団からの有力な援助があったことを感
謝しなければならない。フォード財団は， IC Uおよび蛾山教授のこの点
に関する企画を高く評価して， 3年間の援助を与えられ，これにもとづく
教授の招腐の外，とくに二つの研究調査が実施された。その一つは，首都
圏の総合的研究であり，もう一つは，外交政策決定過程の研究である。
これらの研究には，在学専任教授の外，関係学者多数の協力を得ており，
とれらの重要な研究テーマが，この様な広範囲の学問的協力によって実施
されたことは蛾山先生の学問的組織力によるところが大きいことを感謝し
なければならない。
このように見てくると，蛾山先生を中心にして， IC Ult：日本で最初の
行政学の大学院が生れたということは，まことになるべくしてなった自然
の成果であり，それだけにまたその今後の発展と，社会への貢献とは期し
てまつべきものがあるといってよいのであるロ
とくに行政学研究科が，右に述べたように社会科学のすべての分野にま
たがる広い基礎をもっていることは，それがIc Uの教養学部社会科学科
を母胎としていることを正当化すると同時に，それが自然の形で，博士課
程にまで発展する乙とを，当然に予測させるものである。
このような重要な仕事の中心となられた蛾山政道先生に， Ic Uの当事
者として深甚の感謝の念を披涯すると共に，先生が，今後益々御健勝で学
界のため活動されんことを切に祈ってやまないものである。
